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２．研究内容

１．研究目的

令和元年度　高機能素材関連製品開発共同研究

徳 島 県 立 工 業 技 術 センター

３．研究成果

 

 

 

 

 

環境負荷低減製品開発
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　ポリプロピレン等のプラスチック製品は，汎用性が高く梱包資材や建築資材，機
械部品など生活のあらゆる面で使用されており，日常生活で欠かすことができな
い．しかし，生産時や廃棄時の地球環境への負荷が大きな問題となっている．近年
は，生分解性プラスチックが，環境負荷低減製品として期待されている．本研究で
は，生分解性プラスチックを用いた製品開発を行うことを目的とし，その成形試作
品の評価を行った．

　電子線照射の効果については，サンプルの種類によって結果が異なり，傾向を見
ることはできなかった．添加剤の効果について，電子線照射無しのサンプル間で比
較すると，可塑剤としてチラバゾールを添加したサンプルNo.7の引張ひずみが最も
高く，結晶性の向上を期待してエコプロモートを添加したサンプルNo.8の引張応力
が最も高くなった．

　ポリ乳酸（PLA）に各種添加剤を加え，フィルム成形した（表１）．その成形品
について，引張ひずみ，引張応力の測定を行った．

表1.フィルムサンプル一覧

図2.破断時の引張応力

図1.破断時の引張ひずみ

サンプル№ 原料及び処方 電子線照射 

1 PLA 有 

2 PLA 無 

3 PLA+TAIC2.5% 有 

4 PLA+TAIC2.5% 無 

5 PLA+エコプロモート TH1.0%+TAIC2.5% 有 

6 PLA+エコプロモート TH1.0%+TAIC2.5% 無 

7 PLA+チラバゾール 無 

8 PLA+エコプロモート 1.0％ 無 

9 PLA+エコプロモート TH1.0％ 無 

10 PLA+PBS10% 無 

 ※TAIC：トリアリルイソシアヌレート
　 PBS：ポリブチレンサクシネート


